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登録リスト（該当：66件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 別所温泉【第五回上田氷灯ろう夢まつり】]	別所温泉【第五回上田氷灯ろう夢まつり】	2月8日から2月12日の五日間、別所温泉にて【第五回上田氷灯ろう夢まつり】が開催された。「2024年は甲辰の年、塩田平の日本遺産が象徴する龍をテーマに新しく動き出す成長の年を表現します」というテーマで開催された。私はこのイベントに長野大学MIZUMATCHサークルの一人として、キャンドルアートの制作等に携わった。また、五日間参加した。
このイベントに参加して、別所は地域の人から強く愛されているということを実感した。また、来場者の方々とお話することがあったが、県外から来ている方もいらっしゃって、日本遺産である北向観音堂をはじめ、別所全体は、上田の主となる観光地であると感じた。このイベントには小さなお子さんから、家族連れ、若者、高齢者等様々な方が足を運んでおり、特に休日は多くの人で賑わっていた。このよ	2024-02-13
	2	[image: 第５回上田氷灯ろう夢まつり に行ってきました]	第５回上田氷灯ろう夢まつり に行ってきました	2月8日から2月12日まで開催されていた「上田氷灯ろう夢まつり」に行ってきました！
北向き観音のライトアップや、長野大学の「MIZUMATCH」(ミズマチ)というサークルの方達が行っているライトによる展示もありました。
北向き観音堂は日本遺産であり、平安時代初期に開かれた霊場です。名前にも北向きと入っていますが、日本の中でも北向きの本堂は珍しいものです。善光寺は南向きで本堂があるのですが、北向き観音堂と善光寺が相対するようになっているそうです。
上田市に存在する日本遺産を調べていると、相対になっているものがいくつもあり、興味深いと感じます…
実際に行けていない場所も多くあるので、行ってみようと思います。
話しが脱線してしまいましたが、上田氷灯ろう夢まつりでは、北向き観音堂始め、市指定文化財の、愛染	2024-02-13
	3	[image: 上田氷灯ろう夢まつり～別所温泉・北向観音堂～]	上田氷灯ろう夢まつり～別所温泉・北向観音堂～	「上田氷灯ろう夢まつり」を訪れた。別所温泉の北向観音堂や温泉街が灯ろうやボールライトによって綺麗にライトアップされていた。開催は今年で5回目。毎年異なるテーマでライトアップされているらしい。

今年のテーマは「龍」。北向観音堂も緑色にライトアップされていた。日曜日の夜なので人手は少ないのではなかと思ったが、向かう別所線の電車の中や、北向観音堂には多くの人がいた。温泉街独特の風情のある街並みが灯ろうによって照らされ幻想的な雰囲気だった。

北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）に比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された歴史のあるものである。歴史的な仏閣と、現代的なライトアップの組み合わせはとても面白いなと感じた。

また、訪れる人の中には家族連れも多く地元の人も訪れてい	2024-02-12
	4	[image: 上田市有名どころ地酒６蔵]	上田市有名どころ地酒６蔵	上田市にある日本酒の酒造6つを紹介していきます！
このお酒はすべて上田市別所線改札にある居酒屋番長で飲むことができます！！！！！！
つきよしの、信州亀齢、和田龍登水、瀧澤、山三、互！！！！！	2024-01-26
	5	[image: 塩田平の民話や伝説について　まとめ]	塩田平の民話や伝説について　まとめ	塩田平の民話は、現場に行って体験しないと気づかないこともあると思った。例えば、前山塩野神社の伝説の拝殿に彫刻された龍が出てくる話は、文だけを見て、龍は一匹だけなのかなと思って読んでしまったのだが、実際に前山塩野神社を見てみると、龍は複数彫られている。（写真参照）そのことから、目玉をくり抜かれた龍はどれだったのか。はたまた複数いたのではないか。と色々考えることができるため、現場に行かないと分からない面白みが塩田平の民話にはあると感じた。したがって、塩田平の民話に興味を持った際には、ぜひ民話の現地に行って体験してみることをおすすめする。また、縁結びの美欄樹の話など、インターネット上で紹介されていない民話が塩田平には存在していたことが分かった。加えて、自分が調べた限りでも、塩田平	2024-01-26
	6	[image: 戸隠山九頭龍大権現〔信州の浮世絵〕]	戸隠山九頭龍大権現〔信州の浮世絵〕	江戸時代の浮世絵師、二代歌川広重による錦絵の揃物「諸国名所百景」の一つ。
初代広重の門人で、師の亡き後その画風を継承した二代広重が、安政6年（1859）から文久元年（1861）にかけて制作した。版元は、初代広重晩年の作「名所江戸百景」を出版した魚屋栄吉。徳川家の手厚い保護を受け、戸隠山顕光寺として信仰を集めた神仏混合の時代を描く。九頭龍大権現（現在の九頭龍社）の右に奥院（奥社）、江戸末期の狩野派絵師河鍋暁斎作の「龍の天井絵」がある中院（中社）、右下の石階段の先が宝光院（宝光社）とみられる。参道には杉木立の合間に院坊が立ち並び、参拝者や商人らが行き交う門前町として栄えた当時の様子を描いている。九頭龍社は古くから地主神として祀られてきた。
水の神、雨乞いの神、虫歯の神、縁結びの神として信仰を	2023-02-01
	7	[image: 兎束武雄]	兎束武雄	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。母親の影響で琴を習っていたそうです。音楽に興味を示していた幼少期ですが、父親からは反対されていたそうです。
上田中学校(現上田高校)を卒業し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。武雄は、音楽の楽しさや喜びを多くの人々と分かち合いたいと考え、地域の音楽活動に力を注ぎました。昭和８年、２８歳のとき、梅花幼稚園の同窓生に声をかけ、「からたち合唱団」を創りました。当時、県下で混声合唱団と呼ばれるものはなく、上田	2023-01-31
	8	[image: 兎束武雄(うづかたけお)]	兎束武雄(うづかたけお)	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。しかし、父親は音楽は男のするものではないと考え、武雄の音楽に対する熱意を快く思っては居ませんでした。母親は、音楽を好み自ら琴を弾いたり、４人の姉妹たちにも琴を習わせていました。
　上田中学校（現上田高校）を卒業した武雄が、音楽の道に進みたいと父親に相談しましたが猛反対を受けましたが、母親の協力と武雄の熱意に最後には承諾しました。
　武雄は上京し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。
　上田に戻った武雄	2023-01-25
	9	[image: 2023元日の上田]	2023元日の上田	2023年の元日は晴天に恵まれ、塩田平にある生島足島神社へ初詣に出かけました。いつも見慣れている風景ながら、「上田とはどんなところか？」、改めて眺め直してみました。

上田からは烏帽子岳が最もよく見えます。何よりも烏帽子状の山容が美しい。

次に美ヶ原、深田久弥が「日本百名山」に選んだ山の一つ。山の頂は起伏が極めて少なく平坦に長く続き、これが一つの山とは認知しがたいぐらいに「控えめ」な佇まいをしています。地元の人は美ヶ原とは呼ばず「うつくし」と呼びます。山頂はほぼ平坦ながらわずかばかり高く見える山頂にテレビ塔がいくつも立ち並んでいます。美ヶ原はこのテレビ塔の存在がアクセントとなり不思議に美しい。

小牧山は地元の人々もそれが何山かを意識することなく存在している超低山です。この地点は地	2023-01-03
	10	[image: 月窓寺]	月窓寺	月窓寺は海野一族の真田幸隆公の弟、隆永公の開基です。
山門は竜宮門(鐘楼門)で天井には龍の鏝絵が描かれています。
境内には上田市出身の様式兵学者で知られる「赤松小三郎」の遺髪の墓があります。

写真にもあるように、千羽鶴がたくさんあってびっくりしました。	2022-11-30
	11	[image: 別所線のれいんどりーむ号]	別所線のれいんどりーむ号	　別所線の車両についてです。
別所線は側面に丸窓を持つ丸窓電車が走っていたこで知られ、丸窓は路線を象徴する特徴になっています。
平成17年2月には丸窓ラッピング電車の愛称が募集され、全国から250通の応募をもらいました。選考した結果、多くの人に夢を与えながら、ずっと走り続けて欲しいという思いからまるまどりーむ号になり上田駅で命名式が行われました。
　現在では、信州上田日本遺産のラッピングがされたれいんどりーむ号も運用されている様子を見ることが出来ます。上田市の日本遺産のデザインとして、塩田平の歴史・文化の一つである雨乞いの儀式にちなんだ、塩田平に進む龍が表現されています。鉄道に親しみが持ちやすい愛称を募集したり、地域にちなんだデザインがされたりしている様子から地域住民に密着した鉄道だ	2022-11-29
	12	[image: 山菜料理の食べられるお寺]	山菜料理の食べられるお寺	龍光院というお寺に行ってきました。塩田北条氏の菩提寺です。３月から11月の間は予約をすると山菜膳の精進料理を味わえるそうです。参道を上るのは大変ですが落ち着きのあるいいところです。	2022-11-18
	13	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	入口にある龍の口から出る水は飲める温泉の水らしいです。（全国でも珍しく別所温泉の源泉が湧き出ていて、参拝前の清めの水も源泉）
古い建物がたくさん建っているだけじゃなくて、１２００年を超える立派な老木（縁結びの霊木）もありました。	2022-11-01
	14	[image: ブックカフェ]	ブックカフェ	台湾系の烏龍茶です。	2022-10-13
	15	[image: 私の趣味①　【御朱印集め】]	私の趣味①　【御朱印集め】	私の趣味についてご紹介。

私はいくつか趣味を持っているが、その中の１つ
【御朱印集め】

御朱印集めの趣味歴は約１０年ほど。
小学４年生の頃京都・奈良に家族旅行で
出発前におばあちゃんから「行くなら御朱印をあつめてみたら？」と言われたコトがきっかけで始めた。

最初はあまり楽しくなく、
でも御朱印代、御朱印帳代を母が払ってくれるからいいかー、と思いながらやっていた。
が、旅行後半には
「あの～神社行きたい！龍安寺石庭ももらいたい！」と
どっぷりはまっていた。笑

そこから約１０年
機会があれば御朱印をいただくようになり、
いまでは自分の趣味で１番長くやっている。


私は寺社仏閣や教会に行くのが大好き。
これについてはまた別の機会に書こうと思っているが、
信仰の対象となるモノはとても魅	2022-06-30
	16	[image: 龍光禅院??]	龍光禅院??	龍光院なのか龍光禅院なのか、もっとよく見てみたかったが風穴までの道とは交わらない為、断念。
そもそも宗教上の理由から足を踏み入れられないのだが…
食事が提供されているとの事だったので興味を持ったら是非訪れては如何だろうか。	2022-05-12
	17	[image: 上田市塩田平 塩野神社]	上田市塩田平 塩野神社	塩田平にある塩野神社。ここには龍の彫刻があるのだが、これに関する民話が伝わっている。昔夜に龍が彫刻から抜け出して、御神木に登って悪さをしていた。困った村人が龍の目玉を抜き取ってしまった。抜け出すことはなくなったが、ある時大雨が降り御神木に雷が落ち、根元が焼けてしまった。目玉をえぐらなければ、空に登って収めてくれたのではないか、ここまで酷くならなかったのではないかと村人が後悔したという内容である。
現在この御神木には屋根がかかっている。	2022-05-10
	18	[image: 独鈷山風穴へと到る]	独鈷山風穴へと到る	長野大学より歩くこと1時間と15分、龍光院へと足を進めた。
そこよりさらに山に踏み入って、案内に従って風穴へと進む。
しかし、何かおかしい、途中にはいのしか対策のフェンス、転がる石ころ、更には害獣用のトラップが仕掛けられている。
道を間違えたかと、不安になりつつも進むと、私は独鈷山風穴へと到った。	2022-05-10
	19	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
	20	[image: 鬼女紅葉]	鬼女紅葉	内容を書こうとしましたが、参考元がとても上手くまとめられていたのでそちらを見て欲しいです。
この話を私は知りませんでしたが結構有名らしく、色々なゲームの元ネタになったり、歌舞伎の演目にもなったそうです。

参考：公営国民宿舎「伝説・言い伝え」https://www.kokumin-shukusha.or.jp/annai/densetu/220086-kijo.html（2022/02/09）	2022-02-09
	21	[image: 姥捨山伝説]	姥捨山伝説	まず最初に紹介するのは、姥捨山伝説です。
内容を簡単に説明します。
親思いの息子と母親が貧しいながらも楽しく暮らしたところ、不作のため60歳の者は捨てるような命令が出ました。息子は泣きながらも母親を捨てようとしましたが、そんな時でも息子の帰り道を心配する母親を捨てれませんでした。
何日後か、村に「灰の縄をなってみよ、そうすれば望みの物を取らせる」というお触れが届きました。息子含めた村人誰もが出来なかったところ、息子が母親に聞いたところ、見事な灰の縄が出来ました。それを天下様に持って行ったところ、たくさんの褒美がもらえました。
天下様はさらに難しい問題を出しましたが、母親はそれも解き、天下様からさらに褒美をもらえました。
さらに難しい問題も出されましたが、それすらも母親は解きました	2022-02-09
	22	[image: 学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱]	学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱	▼地域キュレーション発表会記録
★テーマ①「上田と観光」(発表者：り)
★テーマ②「上田市と松川村の手当・補助の比較」(発表者：飯沢)
★テーマ③「塩田平をめぐる」(発表者：オガサカ)
★テーマ④「上田の歴史にふれる」(発表者：崔)
★テーマ⑤「山道を	2022-02-08
	23	[image: 地域キュレーション⑦「上田の魅力を探る」(信州上田学A2021)]	地域キュレーション⑦「上田の魅力を探る」(信州上田学A2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

地域キュレーション「上田の魅力を探る」(マイテーマ公開ページにリンク)
発表者(学生)：烏龍茶(発表者のマイサイトにリンク)
長野大学／信州上田学Ａ2021発表会(2022/02/02オンライン実施)

（科目担当：前川道博＠長野大学）	2022-02-08
	24	[image: 虚空蔵山]	虚空蔵山	調べたところ上田市以外に松本市にも虚空蔵山という名の山があるそうですが、今回は上田の方の虚空蔵山を紹介します。
標高は1077mと低く、近くには以前紹介した太郎山があります。ただ山道は勾配が大きいそうで、地面も岩が結構あって少しだけ危険です。私はそういう道が好きなのでおすすめします。
2016年に「虚空蔵山米担ぎ大会」という催しが開かれていたそうです。今後コロナが収まり次第
開かれる可能性があるので、興味がわいた人がいれば参加してみてください。

参考：長野県魅力発見部「上小の里山歩き③～上田市虚空蔵山編」https://blog.nagano-ken.jp/josho/info/11548.html（2022/02/02)
松本商工会議所ポータルサイト-みごろ-「第二回虚空蔵山米かつぎマラソン大会」https://migoro.mcci.or.jp/feature/detail/2016072100027/（2022/02/02)	2022-02-02
	25	[image: 独鈷山]	独鈷山	信州百名山に選ばれた山です。標高1266ｍと比較的低く、整備もされているため、登山をしたことがないという方にもおすすめできます。ただ、ルートによっては急な坂があるそうです。
また、近くにひまわり畑もあり、9月の上旬～中旬が見頃だそうです。

参考：長野県公式観光サイト「長野県おすすめ低山１０選」https://www.go-nagano.net/theme/id=19410#anchor02（2022/02/02)
上田市「独鈷山麓ひまわり畑
」https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/msangyo/2040.html（2022/02/02)	2022-02-02
	26	[image: 富士山研究]	富士山研究	「富士山の“世界遺産登録までの歩み”と“これから”」
入月龍輝
黒田蒼士

　日本人の自然観や日本文化に大きな影響を与えてきた富士山は2013年に「信仰の対象と芸術の源泉」として、世界文化遺産に登録された。

―世界遺産登録までの歩みー

富士山を世界遺産とする動きは1992年からスタートしている。その後も静岡・山梨両県が、衆参議院に富士山を世界遺産として推薦していった。しかし、2003年国の検討会が最終候補地を選定した際、富士山が狭い遺産候補から外れる。そのため、世界文化遺産登録を目指し活動することになる。2007年に文化庁が日本の世界文化遺産　暫定リスト　追加候補遺産に選定する。最終的に2013年第37回世界遺産委員会にて世界遺産登録決定となる。

　このように世界遺産登録までに約20年かかったおり、一筋縄	2022-01-27
	27	[image: 梅翁寺]	梅翁寺	このお寺は湯田中温泉の守護発展のために、1688年に薬師如来を本尊として別峯宗見(べっぽうそうけん)和尚様が来られて建てられた。境内にある手水舎(ちょうず)は龍をもした彫刻であり、その口からは温泉が流れる。
また平成22年5月8日に全国初となるお湯につかるお地蔵さん「延命湯けぶり地蔵尊」が建てられた。大きさは1メートルほどで、片足だけお湯につかることで温泉の持つ霊力を吸収しているとされておる。そのお地蔵さんの肩や腰などを湯に浸した白布でさすることによって温泉の持つ効用が伝わり、ぴんぴん・しゃんしゃんと元気になるとされるぴんしゃん地蔵手拭いと呼ばれる参拝が行われている。	2022-01-23
	28	[image: 信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録3]	信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録3	Map作成活動　　
いよいよMap作成活動にとりくむ。地域の魅力を伝えるためにどんなMapが良いか企画を練るうち、温泉センターで昔の観光地図を発見。レトロなカッコよさに感銘を受け、和テイストで斬新な絵地図を作成する方向性に決定!! 
　500年続く雨乞い祭りで夫神岳山頂に祀られる龗(おかみ)の文字や九頭竜大権現をモチーフにすることで、里山の自然に畏敬の念を抱く昔の人の精神性や、現代の日本遺産「龍といきるまち」を表現できるという意見があり、龍を中心にMapを作成することにした。すごく斬新でカッコイイ、他にはないMapができるとワクワク。
　龍が守る里、これを見て、「過疎だから移住してきて」で゜はなく、なんだかカッコイイ奴らが里山にいるみたいだから行ってみよう、と若い世代に発信できるようなMapにしたい!と意気込	2022-01-14
	29	[image: 信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録2]	信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録2	信州上田学〜地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクトでは、長野大学地域づくり総合センターと(一社)信州上田里山文化推進協会が連携して、古くから自然と調和していきてきた先人の知恵を伝承し、次世代の若者が地域資源を活用して自らの力で未来を開いていくための人づくり、地域づくりを行っています。
　塩田平・別所温泉地区を中心に、上田市は、「レイラインがつなぐ太陽と大地の聖地〜龍と生きるまち」として、日本遺産になっています。学生たちも龗や九頭竜大権現を祀る男神岳、女神岳に抱かれた民話や雨乞い祭り、文化財について学びました。
　　今年の8月、10月には、ボランティアガイドの会など他の地域団体とも共同して、日本遺産に認定された塩田・別所地区の文化財についてレイラインの観点から方位や日	2022-01-05
	30	[image: 私の地域探求計画]	私の地域探求計画	タイトル
「上田市の伝承、昔話など」

なぜこの探求テーマを選んだのか
太郎山の「太郎山民俗遊歩」や姨捨山伝説など、上田市には色々な伝承や昔話があることを知った。そこで、そういった話についてもっと知りたいと思った。

何を探求しアウトプット化するか
上田市にまつわる伝承や昔話などを調べる。太郎山民俗遊歩が手元にあるので、まずはその内容を詳しく探求したい。

具体的にどのような資料を調べるか
まずは学校の図書館で探してみて、あればそこのものを利用する。なければ上田市立の図書館を利用する。インターネットも使うが、できれば極力使わない方針で行きたい。	2021-12-23
	31	[image: 太郎山山頂]	太郎山山頂	太郎山の山頂です。もっと良い場所から写真撮りたかったんですが、人がいっぱいいたのでちょっと難しかったです。上田市全体が見れますし、一応ここからも富士山を見ることができるらしいです。	2021-12-22
	32	[image: 富士山？]	富士山？	太郎山は富士山が見える山というので、実際に見える場所に行きました。正直富士山が見えると分かっていないと見えなかったと思います。一応富士山らしきものは撮りました。時期や天気が悪かったのかもしれません。	2021-12-22
	33	[image: 太郎山神社]	太郎山神社	太郎山の山頂間近に神社がありました。鳥居はどうやって運んだのか気になります。	2021-12-22
	34	[image: 太郎山道中]	太郎山道中	太郎山道中の写真です。Jルートから登って2km地点を過ぎたあたりです。もっと早い時期に来れば良かったです。	2021-12-22
	35	[image: 太郎山民俗遊歩]	太郎山民俗遊歩	太郎山民俗遊歩とは、太郎山にまつわる伝承をいくつか紹介するものです。登山者に登山を楽しんで貰うと同時に、そういった伝承が失われないようにするねらいがあるそうです。実際に現地に行くことでより楽しめると思うので、是非行ってみてください。全部で9つあります。	2021-12-22
	36	[image: 華龍飯店]	華龍飯店	　上田市上田原にある中国四川料理の「華龍飯店」。安い値段で大盛りが評判と聞いてはいたが、今回が初めての来店でとても楽しみにしていた。

　私は「炒飯と唐揚げ1個ランチ」を注文。注文の品が届き驚愕したのが、炒飯の量と唐揚げの大きさである。炒飯は食べても全然減らず、半分食べてやっと多店舗の一人前という印象を受けた。また、唐揚げは自分の拳と同じくらいの大きさで、これだけでも満足感が得られた。

　来店される方はお腹を空かせていかないと痛い目を見るので注意してほしい。

　最後に、メニューを見ていると「カエルの唐揚げ」があり挑戦するのにかなりの勇気がいるなと思った。	2021-12-21
	37	[image: 地域キュレーション「上田探検」2021]	地域キュレーション「上田探検」2021	信州上田学A（2021年度後学期）の地域キュレーション課題「上田探検」に取り組んだ学生たちのアウトカムをご紹介します。

	上田とコンテンツツーリズム (りった)
　上田の観光事業への取り組みを知り、よりよい策を考える。
	別所温泉めぐり (あゆ)
　別所温泉街を巡り、気になるスポットを撮影する。
	塩田平をめぐる (オガサカ)
　別所温泉がどのような場所であるのか、歴史的背景や、地理的な側面から見たい。
	上田の歴史にふれる (崔)
　昔の上田は何があって、何をしていたのかを探求し今後の活動に活かす。
	

	2021-11-17
	38	[image: 実家から]	実家から	一応地区コードに他県の欄が合ったので、テーマとの関連性も考えて実家からの写真を載せときます。5月の、しかも姉が撮りました。山に囲まれてて田んぼがあったら大体地元と似てます。	2021-11-15
	39	[image: 大学裏]	大学裏	大学裏の山を歩いてる途中見つけたので撮りました。横の筒みたいなのに大量に古いお金らしき物が入ってました。	2021-11-15
	40	[image: 座摩神社から]	座摩神社から	もうテーマとずれちゃってるけど、上田最大の魅力は山だと思うので堪忍してください。
車高の終わって時間あったんで、座摩神社まで登ってご飯食べたときの写真です。肝心の座摩神社取り忘れてました。今度は兎峰か虚空蔵山まで登ってみるのも良いかなと思いました。	2021-11-15
	41	[image: 親近感]	親近感	ここの写真が地元の友達の家に行くまでの道にほんとにそっくりでした。小さい頃はこういう場所で鬼ごっこしてました。水が張っていたとき、道路でボール遊びをしてると100％落ちてました。	2021-11-15
	42	[image: 紅葉]	紅葉	正直写真撮るまでもないともいましたけど、一応撮りました。
自分の地元も結構山はあったんですけど、こっちのが断然紅葉がきれいでした。	2021-11-15
	43	[image: 北向観音参道]	北向観音参道	立ち並ぶ赤い番傘が印象的な、北向観音に続く参道です。
お土産屋さんや飲食店が充実しており、小さいながらも見どころの多い場所となっています。お茶屋さんを彷彿とさせる赤い椅子でまったりするのもいいですし、龍の口から温泉が出ている慈覚大師の湯で温まることもできます。	2021-11-14
	44	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	45	[image: 人物15 安原龍淵]	人物15 安原龍淵	龍淵は通稱清介、名は邦憲、字は有文又右文。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1207・1208頁を転載
 （目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	46	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	47	[image: 小県蚕業学校-1]	小県蚕業学校-1	小県蚕糸学校は日本初の中等教育機関としての蚕糸学校として1892（明治25)年に設立されたが、その初代校長となった三吉米熊は、坂本龍馬と行動を共にした活動家として知られる三好慎蔵の子として生まれ、1881（明治14)年に長野県に出仕した。農芸化学専攻で当初は蚕糸業の知識が全くなかった米熊であったが、上塩尻村の藤本家で実習を重ね、微粒子病における顕微鏡使用法の提唱及び指導など実績を残した。またこうした実績を基に1888（明治21）年にはイタリア・フランス蚕糸使節団の一員としてヨーロッパに赴き、現地の試験場や製糸場などを徹底的に視察してその実情を知る。こうした中、小県郡では郡長の中島精一を中心に蚕業界で蚕業学校設立の機運が高まり、その初代校長に米熊を推薦する声が蚕種業者らの間で広がった。これにより前述の	2021-06-06
	48	[image: 戸隠神社]	戸隠神社	急峻な山容と、裾野を潤す豊かな水が、
古くから農耕民に仰がれ、
水をつかさどる神・九頭龍が棲む所とあがめられていた戸隠山。
鎌倉時代の仏書「阿娑縛抄（あさばしょう）」には、
８４９年、戸隠山を開山した行者・学問が窟の中で祈念して
九頭一尾の龍が現れたことが記されています。
その後は、多くの修験者が入り、
信仰と修験者のメッカとして栄えた神域・戸隠。
その名残は今も、戸隠古道や戸隠神社、宿坊にみられ、
毎年春から秋にかけて全国から講仲間が大勢この地を訪れ、
代々継がれてきた御神楽、祭りの数々が献奏されます。

戸隠奥社	2021-05-16
	49	[image: 龍神のイルミネーション]	龍神のイルミネーション	箕輪町の活性化をはかろうと、地元商店街の事業者や住民などで毎年イルミネーションが飾られています。
龍神のイルミネーションは、イルミネーションの時期が終わった後も明かりが灯され、商店街を明るく照らしています。
大きさは、高さ約5メートル、全長25メートルほどです。
色は毎年違い、通りかかるのが楽しみです。	2021-05-06
	50	[image: 龍光院]	龍光院	鎌倉時代に建立された曹洞宗のお寺である。
ここら辺一帯を支配していた塩田北条氏は鎌倉幕府執権の北条氏の血筋であった。
また、山菜料理を提供している。
門には武田氏の御札が貼られているのを見つけた	2021-05-05
	51	[image: 龍翔館]	龍翔館	地元の歴史にまつわる者が多く飾られている。有名な船も入り口に飾られている。	2021-05-05
	52	[image: 月窓寺]	月窓寺	このお寺は私のバイトしているスーパーの裏側にあり、スーパーの駐車場から頭だけ見える位置にあるので、ずっと気になっていた場所です。入り口は別の所にありますが、横側からでも入ることが出来ました。ですが、せっかくなので正面の入り口まで戻り、参拝しました。月窓寺は今回の調査の中で一番大きなお寺です。
月窓寺は、海野一族の真田幸隆公の弟、隆永公が開基です。境内には赤松小三郎の髪の毛を埋めた墓があります。
そして、月窓寺を調べたときに「山門は竜宮門(鐘楼門)で天井には龍の鏝絵が描かれています。」と書かれていたので実際に見てみると、見事に美しい龍が描かれていました。	2021-05-05
	53	[image: 大頭龍神社]	大頭龍神社	大頭龍神社は静岡県菊川市加茂の高台に鎮座し、古くから疫病鎮護、水難除けの神様として崇敬されている。境内には江戸時代中期に建てられた青銅の大鳥居や、推定樹齢300年以上の巨樹、スダジイなどがある。祈願をする際にはお世話になった。	2021-05-03
	54	[image: 華龍飯店 　上田店]	華龍飯店 　上田店	赤坂上駅から徒歩1分ほどで行ける中華料理屋です。
価格に対して量がとても多いのでセットを頼むときは注意が必要ですが、かなり食べ応えがあるので学生の方に人気があります。ほおばり切れないほど大きな唐揚げが特徴です。

昼11時～14時
夜17時～27時
第2第4火曜定休	2021-02-10
	55	[image: 長野県の美術館紹介]	長野県の美術館紹介	長野県の美術館を紹介します。
すべて紹介するときりがないので、じゃらん観光ガイドの長野県の美術館TOP10を紹介します。

◆軽井沢千住博美術館
世界で活躍する日本画家・千住博の作品を美しい樹々や花々とともに楽しんでいただける美術館です。

◆世界の影絵・きり絵・ガラス・オルゴール美術館
ビーナスラインの中心地。白樺湖で、通年営業の美術館です。

◆北斎館
葛飾北斎の肉筆画・画稿・書簡など50点と北斎筆の天井絵で知られる上町・東町の祭り屋台2台（県宝）を展示。龍と鳳凰、男浪・女浪の怒涛図が、時代を経た今、美しく妖しい魅力をかなでています。

◆松本市美術館
鑑賞の場、表現の場、学習の場、交流の場を4つの柱とした地域に根ざす開かれた美術館です。松本市出身の芸術家・草間彌生の作品展示のほか上條信山	2021-01-31
	56	[image: 戸隠神社　中社]	戸隠神社　中社	毎年行っている戸隠神社の中社に行ってきました。

「戸隠神社」と言えば奥社が有名だと思いますが、「奥社・中社・宝光社・九頭龍社・火之御子社」の五つがあります。

町とは違い、雪がとても多かったです・・・	2021-01-25
	57	[image: 華龍　しゃぶしゃぶ店]	華龍　しゃぶしゃぶ店	赤坂上駅から徒歩7分で行けるしゃぶしゃぶ店です。
食べ放題が注文でき、子供でも安全なIHがあります。一般的な出汁のほかに旨辛、麻辣、薬膳などの本格的な辛い出汁もあり、鍋も一人一つなので個人の好きな辛さでしゃぶしゃぶを楽しめます。


夜17時～22時　
休日　昼11時～14時　夜17時～22時
不定休	2020-11-02
	58	[image: 信州の学海　龍光院]	信州の学海　龍光院	信州の学海と言われた塩田平の名刹群の一つ、龍光院を訪れてみました。塩田北条氏菩提処と記されています。龍光院は塩田北条二代国時が父義政の菩提を弔うために建立されたと伝えられています。塩田北条氏は、1333年、新田義貞が鎌倉を攻めた際に一族が応援に馳せ参じて滅びたという悲しい話で終わっています。	2020-09-12
	59	[image: 【学生の味方！】ボリューム満点，華龍飯店。]	【学生の味方！】ボリューム満点，華龍飯店。	自炊しなきゃだけど時間ないから外食にしたい。だけどお金がない。そんな学生必見の中華料理店がここ華龍飯店である。味ももちろん美味しいのだが注目すべきはそのボリューム。500〜1000円で大方の人はお腹いっぱいで満足になるほどコスパがいい。特に唐揚げや炒飯などとてもビッグサイズなものが出てくるので思わずびっくりしないように。
食費節約したいけどお腹いっぱい食べたい学生にぜひ訪れてもらいたいお店である。	2020-08-08
	60	[image: 龍光院にある池]	龍光院にある池	緑豊かな庭園の中に、観音堂の脇から流れる小さな池がありました。紫陽花も、苔も、池の色も、赤い魚もすごく心にとまり、とても素敵な空間でした。	2020-07-22
	61	[image: 龍光院への参道]	龍光院への参道	門前には、樹齢600年のケヤキが聳え立っています。門からは、長い植え込みの登り坂が続きます。汗をかいてしまうほどでしたが、小川を流れる水の音をきき、紫陽花の色を楽しみながら歩くことができました。	2020-07-22
	62	[image: 龍野咲人]	龍野咲人	詩人
明治 44 年～昭和 59 年（1911～1984）
明治 44 年小県郡川辺村築地（現上田市築地）に生まれる。
本名　大久保幸雄。



地元の校歌の作詞も多く手がけている。

小諸市立芦原中学校校歌
小諸市立美南ガ丘小学校校歌
小諸市立水明小学校校歌
長野県小諸高等学校校歌
佐久市立平根小学校校歌
上田市立丸子北小学校校歌
山ノ内町立東小学校校歌
 

　上田市ホームページより　https://www.city.ueda.nagano.jp/uploaded/attachment/13662.pdf	2020-07-21
	63	[image: 和田龍酒造]	和田龍酒造	和田龍酒造では、社名である和田龍登水という日本酒を造っています。水を登る龍ってかっこよくて、一度は飲んでみたいと思いますね。フルーツのような甘く優しい香りと味です。ここでは”お酒は対話商品である”というコンセプトのもと造る側とお客さんとの対話を大切にしているそうです。アクセスはあまりよくありませんが日本酒についてよく知らないけど買って飲んでみたいという人にはぜひ和田龍酒造を訪れることをお勧めします。	2020-05-26
	64	[image: 大盛コスパ神といえばここ華龍飯店]	大盛コスパ神といえばここ華龍飯店	大学生の強い味方といえばこの店
何を頼んでもえぐいぐらいのデカ盛り料理が出てくる

店紹介になってしまいそうだが地元の中で好きなお店上位百には入る（笑）	2020-05-25
	65	[image: 華龍飯店 上田店]	華龍飯店 上田店	赤坂上駅から徒歩1分のところにある中華料理屋さんです。
すべてのメニューの料理が大盛すぎると有名なお店です。
自由定食という通常の量で2つ料理が選べるセットメニューがお得でおすすすめですが、2人前なので大食いでなければ、通常メニューがいいと思います。(それでも多いですが)
３枚目：自由定食(ジャージャー麵・天津飯)
４枚目：宴会メニュー(焼豚)	2020-05-25
	66	[image: おうちにちかい華新]	おうちにちかい華新	華新は、ぼくの借りているアパートから徒歩三分のところにある中華料理屋です。とても安い上に、ボリューム満点！第二の華龍飯店として通っています。ぼくがよく食べるのはラーメンセット！これおすすめですね	2020-05-23
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